
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

    

 

釧路市児童発達支援センター 令和３年８月３１日発行 №５ 

 これまでのスマイル子育てだよりでは、「こどもの良い行動に注目してほめましょう！」とお伝え 

しましたが、日々の子育てで、こどもをほめることは意外と難しいことです。 

今回は、みなさんがこどものどんな行動に注目してほめているのか、当センターの児童の保護者が 

書いた連絡帳、感想文から抜粋してご紹介します。     

※保護者に事前に了承を得て載せています。 

  

 

 

質問や相談がありましたら、気軽に児童発達支援センター職員に声をかけてください。 

                      地域支援相談担当  ４４－３５５５ 
                      野のはな園     ４４－１０２２ 

 

後ろからハグしてくれるところ♡ 

※（「こどものいいところは？」という質問欄に記載） 

こどもの行動を 

「かわいいな！」と思えて

いることが素敵です！ 

 

昨日は病院へ行きました。２人だけで行く 

のは久々でしたが、以前より座って待って 

いられる時間が長くなっていました。 

“前よりもできるように 

なった”という変化を 

見逃さないことで、こども   

の成長を実感できますね！ 

だるまさんの紙芝居で身体を動かすように 

なりました。何度か見ているうちに覚えたのか

お家でもだるまさんの絵本が好きになった 

みたいです。 

“こどもが何に興味を 

持ったのか”に気づけ 

ました！！ 

 『ほめる』ことをベースにしたかかわりは、親子の関係を良好にし、楽しい子育てになって

いくことが期待されます。 

 今回の例を参考に、まずは“１日１ほめ”から実践し、こどもをほめることができたときは、 

保護者の方自身も自分をたくさんほめてみましょう！ 

 

 

「お着替え上手にできたね～」と言うと自分で

パチパチ拍手して得意気な顔をしています。 
“保護者の方がほめて 

くれたこと”がこどもに 

しっかり伝わっていますね！ 


